
論文 / 著書情報
Article / Book Information

論題(和文) 観測記録に基づく超高層免震建物の応答特性に関する研究 その1 建物
概要および地震応答特性

Title

著者(和文) 佐藤大樹, 大木洋司, 盛川仁, 山田哲, 坂田弘安, 山中浩明, 笠井和彦, 和
田章, 北村春幸

Authors daiki sato, YOJI OOKI, Hitoshi Morikawa, Satoshi YAMADA,
HIROYASU SAKATA, HIROAKI YAMANAKA, KAZUHIKO KASAI, akira
wada, Haruyuki Kitamura

出典 / Citation 日本建築学会大会学術講演梗概集, Vol. B-2,   ,  pp. 309-310

Citation(English) , Vol. B-2,   ,  pp. 309-310

発行日 / Pub. date 2008,  9

rights  日本建築学会

rights  本文データは学協会の許諾に基づきCiNiiから複製したものである

relation  isVersionOf:http://ci.nii.ac.jp/naid/110007066311

Powered by T2R2 (Science Tokyo Research Repository)

http://t2r2.star.titech.ac.jp/


Architectural Institute of Japan

NII-Electronic Library Service

Arohiteotural エnstitute 　 of 　 Japan

21155 目本建築学会大会学術講演梗概集
　 　 　

・
（中国 ｝ 2008年 9 月
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1 ．はじめに

　免震構造は 中高層 RC 造 に主として適用 されて きたが、現在

は超高層建築物 へ の 適用例 も数多 くな り、今後は益々 高層化 し

て い くもの と考え られ る。

　免震建物の 地震、風応答の 実挙動観測 として は、安井 ら
1）、

荒川 ら
2）
の事例が挙げ られ るが、まだ少 ない の が現状で ある 。

　本報では超高層免震建物で ある東京工 業大学 J2棟
3×4）

を対象

とし、観測記録をもとに地震、風応答特性につ い て報告す る。

2 ．対象建物及び観測概要

2 ，1　 建物概要及び計測概要

　対象建物で あ る東京工 業大学 J2棟の 概略を図 1に示 す。対象

建物剛 也上 20階、棟 屋 2 階、高さ9L85m の超高層建物で あり、

平面 形状 46．2× 15．Sm の 、塔 状比が 5 に達 してい る比較 的ス レ

ン ダーな形 状を した建 物で あ るe 梁 間方 向 （X 方 向）の 水 平剛

性 を確保するた めに、両妻面 には 4 層を 正ユ ニ ッ トと して架け

渡すメ ガ ブ レース が設置され て い る。 敷地は傾斜地 に位置 し て

お り、1 階の 半分以上が周 囲 の 土に埋 もれ てい る状態になっ て

い るため、1 階と2階の 間に免震層を設 けた免震構造を採用 し

て い る。上部構造は鉄骨構造 （柱 には コ ン ク リ
ー

ト充填鋼管を

使用）、基礎および 1 階は 鉄筋コ ン ク リ
ー

ト構造で ある。構造

形式は、上部構造の梁間方向 （X 方向）がブ レ
ー
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　　　　　　　図 1 建物外観 （単位：m ）
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ン構造、桁行方向 （Y 方向）が純ラ
ーメン 構造 となっ て い る。

免震層は直径 1100mm 〜1200mm の 天然 ゴ ム系積層 ゴ ム 支障

（16 基） と免震用オ イル ダン パ ー
（2 基）お よび鋼製ダンパー

（
一
体型 12 基、別置 型 2 基 ）で構 成されて い る。建築地盤は

第 1種地盤で あ り、建物の 基礎 形式は 直接基礎 となっ て い る。

2 ．−2 　観測 概要

　加速度甜 ま、図 2 に示

すように 瓦y，Z方向で合

計 27ch設置されて い る。

また、建物頂部には 2 台

の 風速計が設置 され て い

る。そ の他 に も、免震層

の 層間変位、メ ガブ レ ー

ス の 歪、オイル ダン パー

の 荷 重お よび変形 な どを

計測 して い る。観測シ ス

テ ム の 詳 細につ い て は文

献 3を参照 され たい。
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図 2 加速 度計設 置位 置

3 ，地震応答特性

3 ．1　 地震応答の応答最大値分 布

　本報で対象とした地震は、千葉県北西部地震 （2005年 7 月

23 日、M6 ．0）、宮鰊 中地震 （2005年 8月 16 目、　 M7 ．2）。図

3，図 4 に 千葉県北西 部地震お よび 宮城県沖地震で の 1 階と 20

階の 加速度時刻歴波形 を示す。図 4 にお い て、地 震終了後にお

い て も、20 階は唸 りの よ うな振動が継続 して い る こ とが 瓦 Y

方 向 ともに確認でき る。

　各階の 絶対加速度と ゴ階に対す る変位の 最大 値分布図を図

5（a），（b）に示 す 。 変位は加速度計 で 得 られ た加 速度 データ に

0．IHz の ハ イパ ス フ ィ ル ターをか けた後、 周 波数領域で 2 階積

分 して求めた
s
。図 5（a）の加速度の 最大値分布図 よ り、千葉県

北西部地震では頂部の 最大加速度が 21．Ogal，　Y 方向では 12．g劇
で ある。宮城県沖地震 で は頂部 の 最大加速度は X 方向で

24．lgal，Y 方向で 17．lgalで ある。図 5（b）の 変位 最大値分 布 よ り、

千葉県北西 部地震で は X 方向は 175  」Y 方向で 1．03cmi，宮城

県沖地震で は頂部の 最大変位 は X 方向で 2．99am、　Y 方向で

1．92  変位 して い る。免震層 の層間変形は 千葉県北西部地震 の

X 方向で O．65CXXi
，
Y 方向で 0．37  1 で あっ た。また、宮城県沖地

震 では X 方向で 1．11crn，Y 方向で 0．88  で あ っ た。なお、これ

らの 値は鋼材ダンパ ー
の 弾性範囲 （

罵3．17  ）内で ある。
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　 図 3 加速 度時刻歴 波形 （千葉 県北西 部地震 ）
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図 4 加速度時刻歴波形 （宮城県沖地 震）
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@n ピー クは併 進1 次およ び2次の固有 振動 数である と判断

き る 。 　 　 　 　 　 　 　 　

　　　00 　　　　　　10　　　　　　30　　　　　　90 　　　 　　　　　　0　　　　　1　　　　 　

　 　 　 　 3 　　　kettiD 　　　　　　　　　　　　 　 　　 　 　

　OI 帽 烏而 　　図 5 地勘 志答最 大値

加速度：  変位 3 ，2　地震

答

の固有振動 数 ‘ 　20 階のNE の 位置に 設置 されて いる

速度 計（ 図 2 ）で 計 測 さ れ た 加速 度波 形のパワースペクトル

度 （以下、PSD ）を図 6 （ 千 葉県北西部地震）およ び図 7

宮城 県沖地 震）に 示す。 千 葉県北西部 地 震では、X 方向 で039Hzと1 ．

HkY 方向で O ． 42Hz と131HZ でスペクトルのピー

が 確 認でき 、宮城県沖地 震 で はX方向 で0． 41HZと1 ．15HZY方向で

D43Hz と12ZH2 で 確認 で き る。そこで、20 階 のN
ﾆSW の位置に設置されている加 速度計（図 2 参照））で

計
測された加

度 波 形 に、 0 ． 3Hk −
℃． 5Hz のバンドパスフ ィル

ーをか け て 時刻 歴波形を作成 したとこ ろ、NEと
SW では同 位相

波 形が得られた 。1Hz 〜2H 乞 でも同 様 の 作業を行 い同

相

の波

が得
れ

た

。
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